
 

福岡広域都市計画地区計画の決定（宗像市決定） 

都市計画須恵東地区地区計画を次のように決定する。 

名  称 須恵東地区地区計画 

位  置 宗像市須恵二丁目外 

面  積 約５．５ヘクタール 

地区計画の目標 

本地区は、ＪＲ赤間駅から北西約１キロメートルに位置し、西を県道野

間須恵線、北を都市計画道路石丸河東線に囲まれ、交通利便性に優れてい

る。また、周囲は低層住宅が広がる既成市街地であり、東側は、商業・医

療・福祉・金融・子育て等の都市機能が集積している赤間駅を中心とした

本市の中心商業地があり、生活利便性に優れている。 

都市計画マスタープランにおける土地利用の方針では、「低層住宅地」に

位置付けられている。自然資源や歴史的遺産に加え、農業、漁業など特色

ある玄海地域と宗像地域とを結ぶ南北交流軸上にあるなど、宗像版集約型

都市構造の形成における中心拠点に近接している。 

このため、中心拠点を形成する「土穴・須恵地区地区計画」や「くりえ

いと北地区地区計画」の区域と一体的に良好な低層住宅の住環境の形成や

山田川両岸の河川景観の向上を図ることとし、利便性の高い中心拠点へ歩

いて暮らせるコンパクトな街を実現するため、低層住宅を中心とするゆと

りとうるおいのある住環境を目指す。 

また、土地区画整理事業による道路、緑地、調整池等の基盤整備を行う

こととあわせ、水災害リスクを軽減するハード・ソフト両面の対策を講じ、

周辺環境と調和した安全・安心な市街地環境の形成を図り、もって活気と

賑わいの地域づくりを行う。 
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低層住宅を中心とするゆとりとうるおいのある住環境の形成を前提とし

て、隣接する低層住宅地との調和を図り、防災を考慮した安心して住み続

けられる安全で快適な生活環境を形成・保全するための土地利用の誘導を

図る。 

建築物の 

整備の方針 

土地利用の方針に基づき、建築物等の用途の制限、高さの最高限度、壁

面の位置の制限等を定め、低層住宅を中心とするゆとりとうるおいのある

住環境を維持、保全することで、安心安全な居住環境の形成・保全を図る。 

 



 

「地区計画の区域及び地区整備計画の区域は、計画図表示のとおり」 

理由：別紙理由書のとおり 
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建築物等の 

用途の制限 

次に掲げる建築物に限り建築することができる。 

１ 住宅 

２ 共同住宅、寄宿舎又は下宿 

３ 住宅で事務所、店舗その他これらに類する用途を兼ねるもの 

のうち建築基準法施行令（以下「政令」という。）第１３０条 

の３で定めるもの 

４ 前各号の建築物に附属するもの（政令第１３０条の５で定め

るものを除く。） 

建築物の容積率 

の最高限度 
１０分の８  

建築物の建蔽率 

の最高限度 
１０分の５  

建築物の敷地面積

の最低限度 
２００平方メートル 

建築物等の高さ 

の最高限度 
１０メートル 

壁面の位置の制限 
建築物の外壁若しくはこれに代わる柱の面から道路及び隣地まで

の距離は１メートル以上とする。 

建築物等の形態 

又は意匠の制限 

建築物の形態・意匠は景観計画（景観法（平成１６年法律第１１

０号）第８条第１項に規定する景観計画）に基づいたものとする。 

垣又は柵の構造の

制限 

垣又は柵を設置する場合は、原則として生垣又は高さが１．２メ

ートル以下の透視可能な材料（高さが６０センチメートル以下の部

分は除く）でつくられたものとする。 

備   考 

用語の意義及び算定方法については建築基準法及び政令の例によ

る。 

地区整備計画で定める制限の取扱いは、上記のほか別に条例で定

めるものとする。 


